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本
協
会
で
は
、
昨
年
11
月
3
日
に
開
催
さ
れ
た

商
工
祭
に
市
民
の
皆
様
と
地
域
在
住
の
外
国
人
の

方
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
と
し
て
、
日
本
語
教
室
や

イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
の
方
を
中

心
に
「
国
際
屋
台
」
を
出
店
し
ま
し
た
。
当
日
は
、

健
康
ド
ー
ム
と
尾
張
中
部
福
祉
の
杜
駐
車
場
で
市

内
の
商
工
業
の
即
売
会
や
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
が

催
さ
れ
、
大
勢
の
人
で
一
日
中
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
「
国
際
屋
台
」
で
は
、
主
に
韓
国
や
中
国
、
バ
ン

グ
ラ
デ
シ
ュ
な
ど
の
ア
ジ
ア
の
国
々
の
食
べ
物
や

物
産
を
販
売
し
た
ほ
か
、
民
族
衣
装
な
ど
も
紹
介

し
、
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
な
か
で
も
、

日
本
語
教
室
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に
よ
る
手
作

り
「
チ
ヂ
ミ
」
が
人
気
を
呼
び
、
完
売
す
る
ほ
ど

の
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。
ま
た
、
民
族
衣
装
を
試
着

で
き
る
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
親
子
や
友
達
同
士
で
衣

装
を
着
て
記
念
写
真
を
撮
る
方
も
大
勢
み
え
て
、

好
評
で
し
た
。

　

市
の
ま
つ
り
に
初
め
て
参
加
し
た
市
内
在
住
の

外
国
人
の
方
か
ら
、「
自
国
の
文
化
を
紹
介
し
て
も

ら
い
大
変
う
れ
し
い
」
と
の
声
も
あ
り
、
出
店
の

一
つ
の
目
標
で

あ
っ
た
、
多
文
化

共
生
（
国
籍
や
民

族
な
ど
の
異
な
る

人
々
が
、
互
い
の

文
化
的
違
い
を
認

め
合
い
、
対
等
な

関
係
を
築
き
な
が

ら
、
地
域
社
会
の

構
成
員
と
し
て
共

に
生
き
て
い
く
こ

と
）
が
少
し
で
も

市
民
の
方
に
理
解

し
て
も
ら
え
た
よ

う
で
す
。
出
店
に

協
力
を
い
た
だ
い

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

や
関
係
者
の
皆
さ

ん
は
、
多
文
化
共

生
に
向
け
、
新
た

な
催
し
物
を
企
画

し
楽
し
ん
で
も
ら

お
う
と
次
回
へ
の

期
待
を
膨
ら
ま
せ

て
い
ま
す
。

11
月
3
日
の
商
工
祭

 

盛
況「
国
際
屋
台
」登
場
！
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今
年
５
月
１
日
か
ら
10
月
31
日
ま
で
、
中
国
の
上
海
市

で
開
か
れ
る
国
際
博
覧
会
に
あ
わ
せ
て
、
日
本
と
上
海
の

子
供
た
ち
の
絵
を
オ
ブ
ジ
ェ
な
ど
に
加
工
し
会
場
に
飾
る

日
中
友
好
「
子
供
た
ち
の
ア
ー
ト
・
国
際
交
流
展
」
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
、
本
協
会
が
参
加
し
て
い
る

N
P
O
法
人
ド
リ
ー
ム
・
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
の
呼
び
か
け

で
、
市
内
の
小
学
校
、
保
育
園
及
び
幼
稚
園
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
４
６
１
点
を
集
め
応
募
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、愛
知
万
博
か
ら
の
流
れ
を
汲
む
も
の
で
、

一
昨
年
度
の
ス
ペ
イ
ン
・
サ
ラ
ゴ
サ
万
博
へ
の
参
加
に
お

い
て
も
優
秀
な
成
績
を
収
め
て
い
ま
す
の
で
２
回
連
続
の

偉
業
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
、
上
海
万
博
の
「
よ
り
良
い
都
市
、

よ
り
良
い
生
活
」
に
あ
わ
せ
て
「
ま
ち
」
を
題
材
に
、
３

歳
か
ら
18
歳
を
対
象
に
自
宅
周
辺
や
田
園
風
景
及
び
未
来

の
想
像
図
を
募
集
し
た
も
の
で
、
日
本
か
ら
約
7
8
0
0

点
、
上
海
か
ら
約
3
8
0
0
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

市
内
の
入
賞
者
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。〔
順
不
同
〕

上
海
万
博
大
賞

　

平
松
志
織
（
西
春
小
）

上
海
万
博
最
優
秀
賞
（
幼
児
部
門
）

　

細
野
史
紋
（
九
之
坪
南
保
育
園
）

上
海
万
博
最
優
秀
賞
（
小
学
校
高
学
年
部
門
）

　

平
松
大
輔
（
西
春
小
）

ド
リ
ー
ム
・
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
最
優
秀
賞

　

遠
藤
彩
寧
、
今
井
麻
央
、
猪
飼
悠
人
（
以
上
、
師
勝
は

　

な
の
樹
幼
稚
園
）、
坂
井
廣
斗
（
師
勝
西
小
）

ド
リ
ー
ム
・
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
優
秀
賞

　

野
田
悠
翔
、
丹
羽
聖
姫
、
山
田
知
史
、
井
関
瑞
希
、
牧

野
志
彦
、阿
部
夏
姫
、玉
村
拓
夢
、加
藤
颯
惟
、楊
為
博
、

デ
ス
フ
ィ
ー
海
渡
、
福
原
紬
、
三
関
巧
、
杉
原
達
也
、

松
本
裕
平
、
松
江
亮
丞
、
三
関
月
愛
、
椎
屋
璃
乃
、
宮

部
の
ぞ
み
、
浜
田
英
宗
（
以
上
、
師
勝
は
な
の
樹
幼
稚

園
）、
近
藤
匠
（
久
地
野
保
育
園
）、
遠
藤
白
琉
（
中
之

郷
保
育
園
）、東
加
純（
弥
勒
寺
保
育
園
）、西
村
実
美（
鹿

田
南
保
育
園
）、
鷲
見
叶
芽
（
西
春
幼
稚
園
）、
細
井
春

花
（
六
ツ
師
保
育
園
）、
梶
川
茉
里
奈
、
鬼
頭
実
優
、

す
ぎ
も
と
り
ょ
う
た
（
以
上
、
九
之
坪
北
保
育
園
）、

山
下
裕
佳
、
宮
田
恭
佑
、
前
津
瑳
佑
、
栗
山
歩
誉
、
林

英
理
、
小
出
雄
也
（
以
上
、
西
春
小
）、
細
野
雄
聖
、

天
野
世
理
（
以
上
、
鴨
田
小
）、
壽
福
仁
美
、
塚
越
駿
、

山
田
菜
央
、
近
藤
茉
奈
、
鈴
木
日
奈
子
、
伊
藤
広
美
、

森
永
も
も
（
以
上
、
白
木
小
）

　

 

※
氏
名
に
つ
い
て
は
、
絵
画
提
出
氏
名
に
て
掲
載
と
し
て
い
ま
す
。

　

12
月
18
日
、「
外
国
人
の
た
め
の
日
本
語
教
室
」
で
、

日
本
語
を
教
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に
よ
る
ク
リ
ス
マ

ス
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、
異
国
で
迎
え
る
ク
リ
ス
マ
ス
を
一
人
で

も
多
く
の
生
徒
さ
ん
に
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
開
催
さ
れ

た
も
の
で
、
文
化
の
違
う
生
徒
の
み
な
さ
ん
も
、
今
日
ば

か
り
は
笑
顔
い
っ
ぱ
い
で
、「
国
の
違
っ
た
生
徒
同
士
、

ク
リ
ス
マ
ス
が
楽
し
め
て
よ
か
っ
た
」「
１
月
に
帰
国
す

る
前
に
日
本
の
い
い

思
い
出
が
で
き
ま
し

た
」
な
ど
、
思
い
思

い
に
記
念
撮
影
を

し
、
楽
し
み
ま
し
た
。

　

教
室
は
、
毎
週
金

曜
日
の
夜
、
７
時
30

分
か
ら
９
時
ま
で
市

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
て
お

り
、
14
人
の
生
徒
さ

ん
が
日
本
語
習
得
に

通
っ
て
い
ま
す
。
国

籍
別
で
は
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
3
人
、
中
国
5

人
、
ベ
ト
ナ
ム
4
人
、
ト
ル
コ
２
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

教
室
で
は
、
日
本
語
の
習
熟
度
に
よ
っ
て
、
初
級
、
中
級
、

上
級
の
３
つ
の
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
学
習
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
教
室
で
日
本
語
を
教
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方

は
12
人
、
生
徒
１
〜
３
人
を
交
代
で
教
え
て
い
ま
す
。

　

学
習
意
欲
の
あ
る
外
国
人
の
方
の
受
講
を
歓
迎
し
ま

す
。
一
度
、
日
本
語
教
室
の
見
学
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
協
会
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

上
海
万
博
絵
画

　

 　

 

２
回
連
続
大
賞
受
賞

社
会
人
対
象
の「
日
本
語
教
室
」

　

 　

ク
リ
ス
マ
ス
会
を
開
催

「
外
国
人
の
た
め
の
日
本
語
教
室
」（
夜
間
）
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
経
験
は
な
く
て
も

か
ま
い
ま
せ
ん
。
先
輩
が
親
切
に
指
導
し
ま
す
し
、

講
師
養
成
講
座
な
ど
も
ご
紹
介
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご

応
募
く
だ
さ
い
。 
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本
市
は
、
平
成
20
年
７
月
に
韓
国
務
安
郡
と
国
際
友

好
都
市
提
携
を
結
び
ま
し
た
。
昨
年
は
、
国
際
理
解
教

育
の
一
環
と
し
て
、
日
常
の
生
活
体
験
を
通
し
て
、
お

互
い
の
歴
史
や
文
化
を
深
め
る
た
め
、
中
学
生
の
相
互

交
流
を
行
い
ま
し
た
。

　

市
か
ら
は
、
８
月
17
日
か
ら
6
日
間
、
応
募
の
あ
っ

た
12
名
と
引
率
者
4
名
の
16
名
を
派
遣
し
ま
し
た
。

　

現
地
で
は
、
市
役
所
で
大
変
な
歓
迎
を
受
け
、
そ
の

後
市
内
中
学
校
を
訪
れ
た
ほ
か
、
務
安
郡
の
中
学
生
と

一
緒
に
「
チ
ョ
ゴ
リ
」
を
着
て
お
茶
の
体
験
や
ゲ
ー
ム

な
ど
を
通
し
て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
夜
は
、
交
流
し

た
中
学
生
の
家
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
体
験
し
、
韓
国
の

家
庭
料
理
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
大
半
の

生
徒
は
、
初
め
て
の

海
外
に
不
安
そ
う
で

し
た
が
、
帰
国
時
に

は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先

の
友
達
の
話
や
韓
国

の
文
化
に
つ
い
て
楽

し
く
語
り
合
う
姿
を

目
に
し
、
た
く
ま
し

さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

務
安
郡
か
ら
は
、

年
も
押
し
迫
っ
た
12

月
14
日
か
ら
4
日

 

友
好
都
市
務
安
郡
と
の

　
　
　
　
　
　
　

相
互
交
流

間
、
中
学
生
12
名
と
引
率
者
4
名
の
16
名
が
来
日
し
ま
し

た
。
現
地
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
ま
ん
延
で
９
月
の
来
日

予
定
が
、
一
時
中
止
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
本
協
会
の

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
登
録
の
方
の
ご
協
力
も
あ
り
、
日
本

の
家
庭
を
満
喫
し
て
も
ら
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
一

行
は
、
熊
野
中
学
校
の
授
業
や
給
食
を
体
験
す
る
と
と
も

に
、
歓
迎
会
で
は
務
安
へ
派
遣
し
た
市
内
の
中
学
生
と
再

会
す
る
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
友
好
の
輪
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
言
葉

で
自
己
紹
介
が
で
き
る
よ
う
事
前
研
修
を
受
け
て
い
ま
し

た
が
、
周
り
の
人
が
驚
く
ほ
ど
言
葉
が
上
手
な
生
徒
も
い

て
、
若
い
力
の
向
上
心
に
感
心
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
今
後
も

中
学
生
に
よ
る
国
際

交
流
を
続
け
て
い
く

予
定
で
す
。
市
内
の

中
学
一
、
二
年
生
の

皆
さ
ん
、
一
度
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、

人
事
秘
書
課
へ
。

　

10
月
８
日
朝
６
時
集
合
が
、
台
風
が
直
撃

し
て
し
ま
い
、
４
時
間
遅
れ
で
中
部
国
際
空

港
を
出
発
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
当
日
に

予
定
し
て
い
た
務
安
R
C
会
員
と
の
懇
談
会

は
中
止
、
遅
い
夕
食
を
済
ま
せ
ホ
テ
ル
に
到

着
し
た
の
が
10
時
頃
と
な
り
ま
し
た
。

　

翌
日
の
務
安
R
C
会
員
と
の
懇
談
会
で
は
、

会
長
を
始
め
会
員
や
郡
の
職
員
な
ど
10
名
の
出
迎
え
を
う

け
、
尾
張
中
央
R
C
平
岩
会
長
の
流
暢
な
韓
国
語
を
交
え

た
挨
拶
で
全
員
が
一
度
に
和
や
か
な
雰
囲
気
に
な
り
、
予

定
時
間
を
大
幅
に
超
過
し
３
時
間
に
渡
り
親
交
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

３
日
目
は
、
韓
国
の
誇
る
新
幹
線
で
ソ
ウ
ル
へ
向
か
い

市
内
観
光
で
一
日
を
過
ご
し
、
中
部
国
際
空
港
に
無
事

帰
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
ツ
ア
ー
で
は
、

北
名
古
屋
市
と
姉
妹
提
携

し
て
い
る
韓
国
の
地
方
都

市
、
務
安
郡
と
そ
の
隣
町
、

木
甫
市
を
観
光
し
ま
し

た
。
務
安
R
C
会
員
と
の

親
交
を
深
め
る
こ
と
で
、

交
流
の
目
的
は
十
分
達
成

で
き
た
か
と
思
い
ま
す
。

旅
に
で
る
と
、
そ
の
土
地

そ
の
場
所
で
の
美
味
し
い

料
理
を
食
べ
る
こ
と
も
大

切
な
旅
の
目
的
だ
と
思
い

ま
す
。

尾
張
中
央
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ　
　

赤
堀 

博
宣

務
安
郡
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
と
の
交
流

55

中
学
生
の
国
際
交
流
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Information

国
際
交
流
事
業
補
助
金
の
対
象
事
業
募
集

　

協
会
で
は
、
通
常
総
会
を
開
催
し
ま
す
。

・
と　
　

き　

4
月
29
日
（
祝
・
木
）
午
後
１
時
30
分
〜

・
と  

こ  

ろ　

文
化
勤
労
会
館　

小
ホ
ー
ル

・
対　
　

象　

協
会
会
員

・
議　
　

題　

平
成
21
年
度
事
業
報
告
・
決
算
報
告

 

　
　

平
成
22
年
度
事
業
計
画
・
事
業
予
算

 

　
　

※
協
会
加
入
会
員
の
方
し
か
入
場
で
き
ま
せ
ん
。

 

　
　
　

な
お
、
会
員
の
方
へ
は
、
事
前
に
開
催
通
知
書
を
送

付
し
ま
す
。

・
昼
間
の
部　

５
月
か
ら
平
成
23
年
3
月
ま
で
（
22
回
）

・
と　
　

き　

毎
月
第
2
・
第
4
火
曜
日

　
　
　
　
　
　
午
後
2
時
か
ら
4
時
ま
で

・
と  

こ  

ろ　

東
公
民
館
視
聴
覚
室

・
夜
間
の
部　

５
月
か
ら
平
成
23
年
3
月
ま
で
（
22
回
）

・
と　
　

き　

毎
月
第
2
・
第
4
水
曜
日

　
　
　
　

   　

午
後
7
時
か
ら
9
時
ま
で

・
と  

こ  

ろ　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
西
庁
舎
分
館
3
階
）

　

協
会
で
は
、
市
内
で
実
施
、
開
催
さ
れ
る
国
際
交
流
事
業
に

つ
い
て
、
そ
の
経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

・
補
助
金
額　

対
象
経
費
の
50
％
以
下
、
１
事
業
10
万
円
を
限

度
と
し
ま
す
。

・
申
し
込
み　

所
定
の
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
載
し
、
７
月

30
日
ま
で
に
協
会
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
平
成
22
年
4
月
1
日
以
降
す
で
に
実
施
中
の
事

業
や
終
了
し
た
事
業
も
対
象
と
な
り
ま
す
。）

外
国
語
学
習
事
業
補
助
金
の
対
象
事
業
募
集

外
国
語
講
座
を
開
催
し
ま
す

　

協
会
で
は
、
市
内
で
開
催
さ
れ
る
外
国
語
学
習
講
座
等
に
つ

い
て
、
そ
の
講
師
料
等
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

・
補
助
金
額　

講
師
料
等
の
50
％
以
下
で
、
１
講
座
等
に
つ
き

5
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

・
申
し
込
み　

所
定
の
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
載
し
、
７
月

30
日
ま
で
に
協
会
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
平

成
22
年
4
月
1
日
以
降
す
で
に
始
ま
っ
て
い
る

講
座
等
も
対
象
と
な
り
ま
す
。）

   

国
際
交
流
協
会

　
　
　
　

通
常
総
会
開
催

　

協
会
の
通
常
総
会
終
了
後
、
国
際
理
解
推
進
の
一
環
と
し
て

ベ
ト
ナ
ム
の
民
俗
楽
器
・
ト
ル
ン
の
演
奏
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

な
お
、
会
員
以
外
の
方
（
先
着
順
50
名
）
は
、
入
場
券
が
必

要
で
す
。

・
と　
　

き　

4
月
29
日
（
祝
・
木
）
午
後
3
時
〜

　
　
　
　
　
　

開
始
時
刻
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
と  

こ  

ろ　

文
化
勤
労
会
館　

小
ホ
ー
ル

・
内　
　

容　

経
済
や
Ｉ
Ｔ
の
急
成
長
に
世
界
中
が
注
目
す
る

現
代
の
ベ
ト
ナ
ム
の
素
顔
を
、
映
像
と
ト
ル
ン

演
奏
で
紹
介
。

・
演  

奏  

者　

ト
ル
ン
演
奏
者　

小
栗
久
美
子 

氏

・
入  

場  

券　

4
月
5
日
（
月
）
か
ら
協
会
で
1
人
2
枚
ま
で

配
布
し
ま
す
。

　

 

ベ
ト
ナ
ム
民
俗
楽
器

　
　
　
　

ト
ル
ン
の
響
き

　

各
種
申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
等
は
、

左
記
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

〒
481
ー

8531  

北
名
古
屋
市
西
之
保
清
水
田
15

　
　
　
　

                    

北
名
古
屋
市
役
所
（
西
庁
舎
）
内

電　
　
　

話 　

 

０
５
６
８
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２
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１
１
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内
線
２
３
７
６

フ
ァ
ッ
ク
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０
５
６
８
ー（
２
５
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１
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Ｅ
メ
ー
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 kokusai@
city.kitanagoya.lg.jp

北
名
古
屋
市
国
際
交
流
協
会

4/29
総会
開催記念

韓
国
語
講
座
（
初
級
）

・
夜
間
の
部　

５
月
か
ら
平
成
23
年
3
月
ま
で
（
22
回
）

・
と　
　

き　

毎
月
第
1
・
第
3
木
曜
日

　
　
　
　
　

   

午
後
7
時
か
ら
9
時
ま
で

・
と  

こ  

ろ　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
西
庁
舎
分
館
3
階
）

韓
国
語
講
座
（
入
門
コ
ー
ス
）

・
夜
間
の
部　

５
月
か
ら
平
成
23
年
3
月
ま
で
（
22
回
）

・
と　
　

き　

毎
月
第
1
・
第
3
木
曜
日

　
　
　
　
　

   

午
後
7
時
か
ら
9
時
ま
で

・
と  

こ  

ろ　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
西
庁
舎
分
館
3
階
）

・
各  

対  

象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
方

・
各
受
講
料　

一
般　

年
１
４
，
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　
会
員　

年
１
１
，
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　

 

※
教
材
費
が
別
途
必
要
と
な
り
ま
す
。

・
各  

定  

員　

各
30
名
（
先
着
順
）

・
申
し
込
み　

４
月
１
日
（
木
）
か
ら
、
受
講
料
を
添
え
て
協 

 

　

   

会
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

 

　

   

な
お
、
申
し
込
み
が
10
名
以
内
の
場
合
は
開
催 

 

　

   

を
見
合
わ
せ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

中
国
語
講
座
（
初
級
）


